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エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
。

吸
収
反
応
は
、
標
的
核
（
制
御
材
の
ホ

ウ
素
等
）
に
衝
突
し
た
中
性
子
が
標
的
核

に
捕
わ
れ
、
標
的
核
か
ら
出
て
こ
な
く
な

る
反
応
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、
陽
子
、
ア

ル
フ
ァ
粒
子
等
が
出
て
き
て
も
、
中
性
子

が
出
て
こ
な
い
た
め
吸
収
反
応
に
分
類
さ

れ
る
。
純
粋
に
入
射
中
性
子
が
標
的
核

（
ウ
ラ
ン
238
等
）
に
入
り
、
他
の
粒
子
が

出
て
こ
な
い
反
応
は
捕
獲
反
応
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
と
き
、
捕
獲
さ
れ
た
中
性
子
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
ガ
ン
マ
線
と
な
っ
て
放

出
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
捕
獲
反
応
で

は
中
性
子
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

核
分
裂
反
応
は
、
中
性
子
が
標
的
核

（
ウ
ラ
ン
235
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
239
等
）
に

入
る
こ
と
に
よ
り
、
標
的
核
が
二
つ
に
壊

れ
る
反
応
で
あ
る
。
壊
れ
て
出
来
る
の
が

核
分
裂
生
成
物
で
あ
る
。
図
―
１
に
核
分

裂
生
成
物
の
収
率
（
生
成
割
合
）
を
質
量

数
毎
に
示
す
。
こ
の
よ
う
に
核
分
裂
生
成

物
は
様
々
な
核
種
が
生
成
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
の
中
に
は
、
非
放
射
性
で
有
用
な
物
質

も
含
ま
れ
る
。
ウ
ラ
ン
235
の
核
分
裂
の
場

合
、
核
分
裂
生
成
物
の
収
率
が
質
量
数
一

四
〇
と
九
五
の
付
近
で
大
き
い
。
核
分
裂

に
よ
り
新
た
に
中
性
子
が
発
生
す
る
が
、

そ
の
個
数
は
、
熱
中
性
子
と
ウ
ラ
ン
235
の

核
分
裂
反
応
の
場
合
、
平
均
二
・
四
個
の

中
性
子
を
放
出
す
る
。

遅
発
中
性
子
の
存
在
で
制
御
可
能
に

核
分
裂
で
放
出
さ
れ
る
中
性
子
数
は
生

成
さ
れ
る
核
分
裂
生
成
物
に
よ
り
か
な
り

異
な
る
が
、
非
常
に
多
く
の
核
分
裂
を
対

象
と
す
る
の
で
、
そ
の
平
均
値
の
み
が
問

題
と
な
る
。
こ
の
値
は
核
分
裂
す
る
核
種

と
、
入
射
中
性
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
方
に

依
存
し
、
入
射
中
性
子
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と

も
に
増
加
す
る
。
核
分
裂
に
伴
っ
て
発
生

す
る
中
性
子
の
う
ち
の
一
個
を
ウ
ラ
ン
235

に
吸
収
さ
せ
て
次
の
核
分
裂
反
応
を
起
こ

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
核
分
裂
連
鎖

反
応
が
達
成
さ
れ
る
。
残
り
の
中
性
子
を

核
分
裂
性
物
質
の
生
産
や
核
変
換
に
よ
る

放
射
能
消
滅
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
ウ

ラ
ン
235
に
中
性
子
が
吸
収
さ
れ
る
と
、
複

合
核
ウ
ラ
ン
236
が
形
成
さ
れ
る
。
熱
中
性

子
の
場
合
、
複
合
核
ウ
ラ
ン
236
の
う
ち
一

主
役
を
演
じ
る
中
性
子

原
子
力
発
電
は
火
力
発
電
の
ボ
イ
ラ
ー

の
部
分
を
原
子
炉
に
置
き
換
え
た
だ
け
と

い
う
説
明
は
原
子
力
発
電
を
身
近
に
感
じ

さ
せ
る
が
、
原
子
力
の
本
質
を
探
る
に
は
、

こ
の
常
識
を
一
歩
進
め
、
原
子
炉
の
中
の

核
反
応
を
常
識
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

原
子
炉
内
で
は
、
核
分
裂
反
応
で
発
生

す
る
中
性
子
と
、
原
子
炉
内
に
あ
る
物
質

の
原
子
核
と
散
乱
反
応
、
吸
収
反
応
、
核

分
裂
反
応
が
起
き
て
い
る
。

散
乱
反
応
に
は
標
的
核
の
内
部
状
態
が

変
化
せ
ず
、
入
射
中
性
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
一
部
が
原
子
核
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

な
り
、
中
性
子
は
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一

部
を
失
う
弾
性
散
乱
と
、
入
射
中
性
子
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
が
標
的
核
に
与
え
ら

れ
、
ガ
ン
マ
線
と
な
っ
て
放
出
さ
れ
る
非

弾
性
散
乱
が
あ
る
。
核
分
裂
で
生
ま
れ
る

中
性
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
最
大
で
約
二
〇

メ
ガ

電
子
ボ
ル
ト

（
平
均
で
約
二
メ
ガ

電
子
ボ
ル
ト

）
で

あ
り
、
様
々
な
原
子
核
（
軽
水
炉
で
は
主

と
し
て
減
速
材
の
水
）
と
の
散
乱
反
応
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
失
い
、
周
り
の
物
質
を
構

成
す
る
原
子
の
熱
運
動
と
平
衡
に
達
し
た

熱
中
性
子
と
な
る
。
常
温
で
は
〇
・
〇
二

五
三
電
子
ボ
ル
ト

（
速
さ
は
約
二
・
二
ｘ
３

10

㍍
／
秒
）
付
近
に
分
布
す
る
。
従
っ
て
、

原
子
炉
内
の
中
性
子
は
、
核
分
裂
で
生
じ

た
中
性
子
か
ら
熱
中
性
子
に
変
わ
る
広
い
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と
同
様
に
中
性
子
が
放
出
さ
れ

る
。
ウ
ラ
ン
235
は
五
・
六
〇
×

-3
10
回
／
秒
―

㌔
㌘ 

、
ウ
ラ
ン
238

は
六
・
九
三
回
／
秒
―

㌔
㌘
の

割
合
で
発
生
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
臨
界
量
以
上
の
核
分
裂

性
物
質
が
存
在
す
る
場
合
に
は

自
発
核
分
裂
が
連
鎖
反
応
を
引

き
起
こ
し
う
る
。
実
際
に
は
、

そ
の
状
態
を
監
視
し
な
が
ら
臨

界
接
近
す
る
た
め
に
、
中
性
子

検
出
器
で
有
意
に
計
測
で
き
る

程
度
（
三
個
／
秒
）
以
上
に
な

る
よ
う
中
性
子
源
を
用
い
て
嵩

上
げ
す
る
。
燃
焼
が
進
ん
だ
燃

料
が
混
在
す
る
場
合
は
、
自
発

核
分
裂
中
性
子
が
多
く
、
中
性

子
源
に
よ
る
嵩
上
げ
は
不
要
と
な
る
。

核
分
裂
生
成
物
は
、
そ
の
質
量
数
の
核

と
し
て
は
中
性
子
が
過
剰
で
あ
る
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
不
安
定
で
、
何
回
か
の

β
壊
変
を
行
っ
て
安
定
な
核
へ
と
移
行
す

る
が
、
そ
の
際
β
線
と
し
て
約
三
・
五

％
、
そ
れ
に
伴
う
γ
線
と
し
て
約
三
・
五

％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
。
こ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
様
々
な
核
の
半
減
期
に
相
当

す
る
時
間
遅
れ
を
持
っ
て
放
出
さ
れ
る
の

で
、
原
子
炉
は
停
止
後
も
長
期
間
に
わ
た
っ

て
発
熱
す
る
。
こ
れ
を
崩
壊
熱
と
い
う
。

こ
の
崩
壊
熱
を
冷
却
し
な
い
と
燃
料
の
温

度
が
上
昇
し
、
い
ず
れ
は
溶
融
点
に
達
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
原
子
炉
で
は
核
分

裂
反
応
停
止
後
も
長
期
間
に
わ
た
り
冷
却

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

核
分
裂
中
性
子
の
ほ
と
ん
ど
は
核
分
裂

が
生
ず
る
と
同
時
に
（
-14

10
秒
以
内
に
）
放

出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
即
発
中
性
子
と
い
う
。

し
か
し
、
ご
く
わ
ず
か
（
一
％
以
内
）
の

中
性
子
が
か
な
り
の
時
間
遅
れ
（
数
十
秒

ま
で
）
を
持
っ
て
放
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を

遅
発
中
性
子
と
い
う
。
前
に
も
述
べ
た
が
、

遅
発
中
性
子
は
そ
の
生
成
率
が
き
わ
め
て

小
さ
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
が
存
在
す
る

と
い
う
自
然
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
核
分
裂

反
応
を
安
全
に
制
御
で
き
る
原
子
炉
が
設

計
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

核
反
応
の
割
合
は
、
反
応
の
確
率
を
表

す
「
断
面
積
」
で
示
さ
れ
る
。
そ
の
単
位
は
、

バ
ー
ン
（
一
バ
ー
ン
＝
-28

10
平
方
㍍
）
で
表

さ
れ
る
。
こ
の
次
元
は
長
さ
の
二
乗
で
あ

り
、「
面
積
」
と
同
じ
次
元
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
標
的
核
の
見
か
け
の
大
き
さ
を
表
し

て
い
る
。
ウ
ラ
ン
235
で
は
核
分
裂
の
断
面

積
が
中
性
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
小
さ
い
方

中
性
子
の
核
反
応
で
更
な
る
未
来
を
拓
く

七
％
は
ウ
ラ
ン
236
の
ま
ま
γ
線
を
出
し
て

基
底
状
態
に
お
ち
る
が
、
残
り
の
八
三
％

は
核
分
裂
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
陽
子
が
多
く
中
性
子
が
あ

ま
り
多
く
な
い
核
種
で
は
、
陽
子
同
士
に

働
く
ク
ー
ロ
ン
力
の
影
響
で
原
子
核
全
体

が
不
安
定
な
状
態
に
あ
る
た
め
、
原
子
核

が
量
子
力
学
的
な
揺
ら
ぎ
に
よ
っ
て
自
発

的
に
核
分
裂
を
引
き
起
こ
す
。
こ
れ
を
自

発
核
分
裂
と
い
う
が
、
他
の
核
分
裂
反
応

が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
効
率
的
に
核
分

裂
を
起
こ
す
に
は
、
核
分
裂
で
生
じ
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
中
性
子
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
低
く
し
て
核
分
裂
を
起
こ
し
や
す
く
す

る
必
要
が
あ
り
、
軽
水
炉
で
は
水
が
減
速

材
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
ウ
ラ

ン
238
で
は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
性
子
で
は

核
分
裂
が
起
き
ず
、
あ
る
程
度
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
高
く
な
っ
て
初
め
て
核
分
裂
が
起
き
る
。

こ
の
よ
う
に
断
面
積
の
振
る
舞
い
は
核
種

に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

核
反
応
デ
ー
タ
整
備
が
出
発
点

中
性
子
と
原
子
炉
内
物
質
の
原
子
核
と

の
核
反
応
の
割
合
を
知
る
こ
と
が
設
計
上

も
運
転
上
も
不
可
欠
で
あ
る
。
中
性
子
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
広
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
範
囲
で
の

断
面
積
デ
ー
タ
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
は
、
実
験
デ
ー
タ
や
理
論
的
な
考
察

か
ら
、
最
も
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
断

面
積
の
値
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
毎
に
与
え
る
た

め
、
世
界
的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ

と
し
て
米
国
の
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｆ
（E

v
alu
ated

N
uclear D

ata F
ile

）、
欧
州
の
Ｊ
Ｅ
Ｆ
Ｆ

（Join
t E
v
alu
ated

 F
ission

 an
d
 F
u
-

s
io
n
 
F
ile

）、
日
本
の
Ｊ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｌ

（Japanese E
valuated N

uclear D
ata

L
ib
rary

）
が
あ
る
。

所
用
の
目
的
に
適
う
原
子
炉
、
原
子
燃

料
の
設
計
に
は
、
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
核

デ
ー
タ
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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重
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原
子
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